
特集 ポストコロナを見据えた新たな大学教育と産学連携の推進

「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
多
種
多
様
な

も
の
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
制
度
・
実
務
面
お
よ
び
機
運
醸
成
面
で
様
々

な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
経
団
連
で
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
対
す
る
企
業
の
現
状
認
識
を
探
る
と
と
も
に
、
大

学
等
が
実
施
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
対
す
る
企
業

の
ニ
ー
ズ
や
課
題
認
識
等
を
把
握
す
る
た
め
、
２
０

２
０
年
12
月
か
ら
２
０
２
１
年
１
月
に
か
け
て
、
教

育
・
大
学
改
革
推
進
委
員
会
や
他
の
関
係
委
員
会
、

産
学
協
議
会
に
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
企
業
を

対
象
に
、「
大
学
等
が
実
施
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
、
２
月
に

結
果
を
公
表
し
た
。
以
下
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

�

大
学
等
が
実
施
す
る�

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
期
待

　

ま
ず
、
同
調
査
へ
の
回
答
企
業
数
は
83
社
と
、
決

し
て
多
く
な
か
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
経
済
界
に
お

い
て
も
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
対
す
る
意
識
自
体
は
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

他
方
、
回
答
を
寄
せ
た
企
業
の
約
４
割
が
、
社
員

に
対
し
大
学
等
が
実
施
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
受
講
を
指
示
・
奨
励
し
て
お
り
、
社
員
に

よ
る
自
発
的
な
受
講
も
含
め
る
と
、
約
６
割
の
企
業

で
社
員
を
受
講
さ
せ
る
環
境
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た（
図
表
１
）。

　

ま
た
、
回
答
企
業
の
89
・
２
％
が
、
大
学
等
が
実

施
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
社
員
に
よ

る
受
講
に
関
心
を
示
し
て
い
る
ほ
か
、
半
数
を
超
え

る
企
業
が
、
特
定
職
種
・
分
野
に
お
け
る
専
門
知

識
・
技
能
・
技
術
力
に
加
え
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
や
異
分
野
交
流
な
ど
を
評
価
し
て
お
り
、
高

い
専
門
性
と
多
様
性
を
大
学
教
育
の
強
み
と
し
て
認

識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

加
え
て
、
社
員
に
よ
る
大
学
等
が
実
施
す
る
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
に
関
心
を
示
し
た

企
業
に
お
い
て
、「
現
在
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
大
学
等
と
共
同
で
開
発
し
て
い
な
い
」
と

回
答
し
た
企
業
は
８
割
を
超
え
た
も
の
の
、
そ
の
う

ち
半
数
は
、
共
同
開
発
へ
の
関
心
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
学
等
で
学
ぶ
こ
と
を
期
待
す
る
専
攻

分
野
・
レ
ベ
ル
を
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
全
階
層
に
お
い

て
、
Ｉ
Ｔ
関
連
お
よ
び
情
報
・
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
・
統
計
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
う
え
で
、
当
該
分
野
の
人
材
が
逼

迫
し
て
い
る
ほ
か
、
当
該
分
野
の
研
修
を
担
え
る
人

材
が
企
業
内
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

�

産
学
連
携
に
よ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育�

推
進
に
向
け
た
課
題

⑴
企
業
側
の
課
題

　

社
員
に
よ
る
受
講
環
境
の
整
備
に
関
し
て
は
、
受

講
し
や
す
い
体
制
や
受
講
を
促
す
制
度
の
構
築
、
受

「
大
学
等
が
実
施
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」結
果
報
告

43 2021・8

p43-45_月刊経団連8月号_特集_リカレント教育アンケート結果報告.indd   43 2021/07/19   11:22



講
を
評
価
し
処
遇
に
反
映
す
る
仕
組
み
の
構
築
な
ど

が
主
な
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
企
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
現
状
で
は
「
柔
軟
な
勤
務
形

態
の
導
入
」「
受
講
費
用
の
補
助
」
が
中
心
だ
が
、

今
後
に
関
し
て
は
、「
柔
軟
な
勤
務
形
態
の
導
入
」

に
次
い
で
「
情
報
提
供
」「
受
講
費
用
の
補
助
」「
ロ

ー
ル
モ
デ
ル
の
構
築
」
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
が
っ

て
お
り
、
待
遇
へ
の
反
映
を
指
摘
す
る
意
見
は
２
割

以
下
に
と
ど
ま
っ
た（
図
表
２
）。

　

受
講
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
な
る
よ
う
な
評
価
体
系
の

構
築
を
巡
っ
て
は
、
約
７
割

が
「
受
講
に
関
わ
る
事
項
を

評
価
し
、
処
遇
に
反
映
す
る

仕
組
み
が
な
く
、
今
後
も
設

け
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
。

　

こ
の
他
、
公
的
資
格
の
取

得
等
に
対
す
る
報
奨
金
の
支

払
い
等
、
処
遇
に
反
映
す
る

仕
組
み
を
既
に
持
っ
て
い
る

企
業
は
少
数
に
と
ど
ま
る
な

ど
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
受

講
し
た
社
員
の
適
切
な
活
用

に
は
依
然
課
題
が
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
約
２
割
の
企

業
が
今
後
設
け
る
こ
と
を
検

討
し
て
お
り
、
処
遇
へ
の
反

映
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識

は
拡
が
り
つ
つ
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

受
講
に
対
す
る
企
業
内
で

の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
受
講
を
異

（n = 82）

過去に受講を指示・
奨励したことがあるが、
今は行っていない

3.7%

これまで指示・奨励
したことはない

35.4%

把握していない
3.7%

受講を指示・奨励は
していないが、
自発的に受講して
いる社員はいる

15.9%

受講を指示・
奨励している
41.5%

図表１　�自社における大学等が実施するリカレント�
教育プログラムの受講の指示・奨励の現状

現在

今後

0% 20% 40% 60% 80% 100%
（n = 71）
〈複数回答〉

88.7%

62.0%

69.0%

49.3%

52.1%

33.8%

36.6%

14.1%

12.7%

29.6%

5.6%

2.8%

16.9%

0%

柔軟な勤務形態の導入
（コアタイム制、フレックスタイム制、在宅勤務、時短勤務、

休暇休業制度（週休３日・４日制を含む）、副業・兼業の容認等）

※「現在取り組んでいる事項」および「今後取り組むことを検討している事項」
　 に分けて回答

イントラネット等を通じた社内や外部機関が実施する
リカレント教育プログラムに関する情報提供

リカレント教育プログラム修了者に対する昇格、給与増等、
待遇面での優遇制度の導入

受講費用の補助

ロールモデルの構築

イントラネット等を通じたリカレント教育受講者の紹介

その他

図表２　�社員が外部機関（大学等を含む）によるリカレント教育プログラムを受講
しやすい体制の構築、風土の醸成に効果があると思われる具体的な施策
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特集 ポストコロナを見据えた新たな大学教育と産学連携の推進

ア
パ
ス
に
関
す
る
情
報
等
を
開
示
す
る
と
い
っ
た
工

夫
が
求
め
ら
れ
る
。

⑶
政
府
へ
の
要
望

　

企
業
人
の
受
講
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
政
府
に
求

め
る
施
策
と
し
て
は
、「
産
学
連
携
に
よ
る
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
に
係
る
好
事
例
の
収
集
・
横
展
開
」
が

61
・
３
％
、「
補
助
金
等
を
通
じ
た
産
学
連
携
に
よ

る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
が
56
・

３
％
、「
実
務
家
教
員
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
の

た
め
の
専
門
人
材
育
成
へ
の
支
援
」
が
45
・
０
％
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、

経
済
産
業
省
等
に
よ
る
省
庁
横
断
的
な
取
り
組
み
の

推
進
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
は
産
学
協
議
会
の
２
０

２
０
年
度
の
主
要
検
討
テ
ー
マ
の
１
つ
で
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
以
上
の
結
果
は
同
協
議
会
に
お
け
る
検

討
に
も
活
用
さ
れ
、
２
０
２
０
年
度
報
告
書
で
も
紹

介
さ
れ
た
。

　

大
学
側
が
、
時
間
と
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
多
様
な

履
修
形
態
を
提
供
し
、
よ
り
独
自
性
を
発
揮
し
て
創

意
工
夫
に
溢
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
を
行
う
こ
と
で
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
大
き

く
発
展
す
る
と
期
待
で
き
る
。

�
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動
・
配
属
先
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
精
度
の
向
上
や
社
内

公
募
に
お
け
る
選
考
の
参
考
材
料
と
し
て
活
用
す
る

ケ
ー
ス
」
と
、「
受
講
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
成

果（
業
務
へ
の
貢
献
）に
よ
っ
て
評
価
す
る
ケ
ー
ス
」

に
大
別
さ
れ
る
。
大
学
等
が
受
講
成
果
を
明
確
に
示

す
こ
と
で
、
前
者
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
増
え
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
大
学
等
側
へ
の
要
望

　

企
業
は
、「
社
会
人
に
配
慮
し
た
時
間
帯
で
の
授

業
の
開
講（
77
・
１
％
）」「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
拡

充（
74
・
７
％
）」
を
強
く
求
め
て
お
り
、
社
会
人
が

重
視
す
る
時
間
的
制
約
の
克
服
と
い
う
点
で
は
、
依

然
、
課
題
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る（
図
表
３
）。

　

リ
カ
レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
は
、
大
学
等（
学
部
・
研
究
科
）の
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
か
ら
入
手
す
る
と
回
答
し
た
企

業
が
最
も
多
か
っ
た（
43
・
９
％
）。
ま
た
「
そ
も
そ

も
ど
こ
か
ら
情
報
を
入
手
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」「
提
供
さ
れ
る
情
報
量
が
不
足
し
て
い
る
」
と

い
う
指
摘
が
４
割
を
超
え
る
な
ど
、
情
報
収
集
の
難

し
さ
を
課
題
に
挙
げ
る
企
業
も
多
い
。

　

大
学
に
よ
る
情
報
発
信
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必

要
で
あ
り
、
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
比
較
し
や
す
い

か
た
ち
で
一
元
的
に
把
握
・
検
索
で
き
る
よ
う
に
示

す
と
と
も
に
、
受
講
者
の
属
性
・
受
講
後
の
キ
ャ
リ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

社会人に配慮した時間帯での授業の開講

オンライン授業の拡充

企業側の要望を踏まえた
オーダーメイドカリキュラムの実施

入学・修了時期の柔軟な対応

入学金・授業料の減免制度

77.1%

74.7%

44.6%

42.2%

32.5%

（n = 83）
〈複数回答〉

図表３　�大学等側への要望（リカレント教育に関して�
充実させてほしいと考える制度・環境）［上位５項目］
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